
「
女
性
特
有
の
が
ん
」

　

日
本
で
は
数
少
な
い
女
性
の
産
婦
人

科
教
授
と
し
て
知
ら
れ
、
国
際
的
に
も

活
躍
し
て
い
る
九
州
大
学
医
学
部
婦
人

科
学
産
科
学
教
室
の
加か

と
う藤
聖き

よ
こ子
教
授
が
、

子
宮
頸け

い

が
ん
の
予
防
と
早
期
発
見
に
関

す
る
最
新
知
見
に
つ
い
て
特
別
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
加
藤
教
授
は
「
子
宮
頸

が
ん
は
、
１
年
間
に
約
１
万
人
の
女
性

が
発
症
し
、
毎
年
３
千
人
が
死
亡
し
て

い
る
。
中
で
も
20
～
30
歳
代
の
女
性
の

罹り
か
ん患
率
お
よ
び
死
亡
率
が
増
加
し
て
お

り
、
社
会
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
子
宮
頸
が
ん
は
、
主
に
性
的

接
触
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
）
感
染
が
原
因
で
発
症
す

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
予
防
に
有
効
な

の
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
あ
る
」
と
解
説
。

一
方
で
、
予
防
接
種
に
は
、
副
作
用
事

例
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
有
効
性

と
リ
ス
ク
を
十
分
理
解
し
て
受
け
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
子
宮
頸
が
ん
は
、
検
診
を

受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
が
ん
病
変
を

発
見
し
、
が
ん
に
進
行
す
る
前
に
適
切

な
治
療
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

加
藤
教
授
は
講
演
の
最
後
に
「
子
宮

頸
が
ん
は
、
発
生
原
因
お
よ
び
発
生
機

序
が
解
明
さ
れ
た
が
ん
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
し
検
診
で
早
期

発
見
で
き
れ
ば
撲
滅
も
夢
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
日
々
の
診
療
に
邁ま

い
し
ん進
し

た
い
」
と
今
後
の
展
望
を
話
し
ま
し
た
。

「　

年
ぶ
り
の
黒
字
達
成

～
市
立
病
院
の
再
生
か
ら

田
川
地
域
の
医
療
向
上
へ
～
」

　

こ
の
市
民
公
開
講
座
で
は
、
齋さ

い
と
う藤

貴た
か
お生

田
川
市
病
院
事
業
管
理
者
も
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
講
演
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

当
院
で
は
、
平
成
26
年
度
決
算
に
お

い
て
経
常
収
支
の
黒
字
化
を
果
た
し
、

医
療
面
の
再
建
と
相
ま
っ
て
、
病
院
の

医
療
・
経
営
両
面
に
お
け
る
再
生
を
ほ

ぼ
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
院
の
取
り
組
み
は
、
第
１
期
（
平

成
22
～
25
年
度
）
と
第
２
期
（
平
成
26

～
29
年
度
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ

こ
で
は
再
生
ま
で
の
経
緯
と
第
２
期
の

主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ 

市
立
病
院
の
経
営
破
綻
と
改
革

■ 

経
常
収
支
の
推
移

　

図
１
は
、
当
院
の
経
常
収
支
の
推
移

を
示
し
た
も
の
で
す
。
病
院
新
築
に
着

手
し
た
平
成
９
年
度
か
ら
赤
字
と
な
り
、

そ
の
後
一
貫
し
て
赤
字
が
継
続
し
、
平

成
20
・
21
年
度
に
は
不
良
債
務
が
発
生

し
経
営
破
綻
に
陥
り
ま
し
た
。
平
成
22

年
度
か
ら
は
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部

適
用
と
な
り
、
中
期
事
業
計
画
に
基
づ

い
て
病
院
再
生
に
向
け
て
の
医
療
・
経

営
の
改
革
が
実
行
さ
れ
、
平
成
23
年
度

に
不
良
債
務
の
解
消
、
平
成
26
年
度
に

経
常
収
支
の
黒
字
化
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

黒
字
化
は
、
中
期
事
業
計
画
に
明
記

し
た
目
標
よ
り
１
年
早
い
５
年
目
で
の

達
成
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
は
平
成
８

年
度
か
ら
実
に
18
年
目
の
こ
と
で
し
た
。

■ 

市
立
病
院
の
改
革

　

第
１
期
に
第
１
期
中
期
事
業
計
画
、

第
２
期
に
第
２
期
中
期
事
業
計
画
を
立

て
、
医
療
と
経
営
の
改
革
を
実
践
し
て

き
ま
し
た
。
図
２
に
主
な
達
成
状
況
を

示
し
ま
す
。

Ⅱ 

市
立
病
院
の
再
生
の
成
就
と

　
 

こ
れ
ま
で
の
成
果

　

根
幹
的
基
盤
の
再
整
備
（
資
金
の
確

保
、
医
師
の
確
保
な
ど
）、
医
療
の
再
建
、

教
育
研
修
の
推
進
、
医
療
制
度
改
革
へ

の
迅
速
対
応
、
経
営
の
改
革
、
決
算
の

推
移
の
う
ち
３
点
に
絞
っ
て
述
べ
ま
す
。

■ 

資
金
の
確
保

　

不
良
債
務
を
解
消
し
た
後
、
繰
入
金

の
適
正
化
（
原
価
計
算
に
よ
る
積
み
上

げ
方
式
の
採
用
）
が
実
現
し
、
ま
た
、

病
院
の
経
営
努
力
の
結
果
、
資
金
は

年
々
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

経
営
破
綻
の
最
も
大
き
な
要
因
と
な
っ

た
「
病
院
建
設
費
に
対
す
る
過
大
な
企

業
債
の
返
済
」
は
、
平
成
41
年
度
ま
で

継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
資
金
の
安
定

的
保
持
が
重
要
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
第
２
期
中
期
事
業
計
画
で

は
、施
設
・
設
備
の
改
修
工
事
費
用
（
平

成
26
年
度
か
ら
増
大
予
測
）
や
医
療
機

器
購
入
費
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
10
年

間
の
長
期
資
金
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

■ 

医
師
の
確
保

　

平
成
16
年
の
新
臨
床
研
修
制
度
以
後
、

医
師
は
大
都
市
の
大
病
院
に
集
中
し
、

中
小
都
市
の
地
域
中
核
病
院
で
は
深
刻

な
医
師
不
足
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
医
師
を
派
遣
し

て
い
た
長
崎
大
学
が
医
師
不
足
の
た
め

一
斉
に
引
き
揚
げ
を
開
始
し
た
こ
と
も

あ
り
、
平
成
15
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で

に
医
師
数
が
46
人
か
ら
31
人
に
減
少
し
、

平
成
22
年
度
以
後
も
引
き
揚
げ
が
続
き
、

現
在
で
は
当
時
の
医
師
は
３
人
を
残
す

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
師
確
保
を
最
大
の
テ
ー
マ
と
し
て

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

福
岡
県
内
の
４
大
学
医
学
部
、
特
に
九

州
大
学
と
は
ま
っ
た
く
交
流
が
な
か
っ

た
こ
と
や
、
田
川
地
域
が
交
通
網
や
子

ど
も
の
教
育
環
境
に
大
き
な
課
題
を
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
医
師
確

保
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

　

対
策
と
し
て
は
、
当
院
の
医
師
教
育

病
院
と
し
て
の
レ
ベ
ル
を
高
め
、
医
師

の
勤
務
お
よ
び
生
活
環
境
を
整
備
し
、

大
学
訪
問
を
徹
底
し
て
実
行
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
６
年
間
に
、
九
州
大

学
を
主
体
に
常
勤
医
師
40
人
、
非
常
勤

医
師
55
人
を
新
た
に
招し

ょ
う
へ
い聘

す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
医
師
の
引
き

揚
げ
も
さ
ら
に
常
勤
医
で
32
人
に
及
ん

だ
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
医
師
確
保
の

努
力
が
不
可
欠
で
す
。

■ 

教
育
研
修
の
推
進

　

総
合
医
学
会
で
は
、
平
成
26
年
度
は

救
急
医
療
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
消
防
と

の
連
携
、
災
害
医
療
の
体
制
づ
く
り
が

進
み
ま
し
た
。
初
期
医
師
臨
床
研
修
は
、

九
州
大
学
と
九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
の
協

力
型
と
し
て
始
め
ま
し
た
が
、
本
年
９

月
に
基
幹
型
研
修
病
院
と
し
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
学
会
活
動
が
年
々
盛
ん
と

な
り
（
図
３
）、
本
年
の
全
国
自
治
体

病
院
学
会
で
は
、
当
院
か
ら
鴻こ

う
の
え江
俊し

ゅ
ん
じ治

病
院
長
を
は
じ
め
と
し
７
題
の
研
究
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
規
模
の
対
外
活
動
に
当

院
が
指
名
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
年

５
月
に
全
国
病
院
事
業
管
理
者
協
議
会

の
全
国
研
修
会
を
東
京
で
担
当
し
、
さ

ら
に
、
８
月
に
は
、
全
国
病
院
事
業
管

理
者
協
議
会
全
国
会
議
で
「
地
域
医
療

構
想
」
に
つ
い
て
基
調
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
あ
わ
せ
て
、
９
月
に
は
「
自
治

医
科
大
学
主
催
の
地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
５
」
に
お
い
て
、
北
海
道
の

砂
川
市
立
病
院
と
九
州
の
当
院
が
選
ば

れ
、
病
院
再
生
に
つ
い
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

Ⅲ 

医
療
の
質
の
向
上
と
評
価

　

第
２
期
で
は
「
医
療
の
質
の
評
価
と

向
上
」
に
当
院
全
体
で
取
り
組
み
ま
す
。

医
療
の
質
は
「
診
療
の
質
」、「
患
者
サ

ー
ビ
ス
の
質
」、「
経
営
の
質
」
の
３
つ

か
ら
な
り
ま
す
。
こ
の
中
で
「
診
療
の

質
」
の
評
価
に
新
た
に
取
り
か
か
り
ま

す
。

　
「
診
療
の
質
」
は
、
構
造
、
過
程
、

結
果
の
３
要
素
か
ら
な
り
ま
す
が
、
特

に
診
療
の
過
程
（
プ
ロ
セ
ス
）
に
重
点

を
置
き
、
質
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
平

成
27
年
度
総
合
医
学
会
の
テ
ー
マ
と
な

り
、
松ま

つ
く
ま隈
哲あ

き
と人
準
備
委
員
長
の
下
で
、

「
医
療
の
質
を
測
り
改
善
し
よ
う
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
診
療
科
で
主
要
疾
患
を
選
び
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
評
価
を
行
い
ま
す

が
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
全
国
自
治
体

病
院
協
議
会
の
「
医
療
の
質
の
評
価
・

公
表
等
推
進
事
業
」
に
加
入
し
、
臨
床

指
標
に
よ
る
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
評
価
も
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
経
営
の

質
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
接
遇
委
員
会

で
、
後
者
は
経
営
の
質
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
そ
れ
ぞ
れ
測
定
を
行
い
ま
す
。

Ⅳ 

田
川
地
域
の
医
療
の
向
上

　

第
２
期
に
入
り
、
当
院
の
本
来
の
役

割
で
あ
る「
田
川
地
域
の
医
療
の
向
上
」

へ
の
取
り
組
み
が
本
格
的
に
始
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
２
大
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で

あ
る「
田
川
地
域
の
医
療
環
境
の
向
上
」

で
は
、
成
果
と
し
て
、
田
川
地
域
に
お

け
る
小
児
予
防
接
種
率
の
改
善（
図
４
）

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
当
院
に
指
導
に
来
た

九
州
大
学
医
学
部
小
児
科
原は

ら

寿と
し
ろ
う郎
教
授

（
当
時
）
が
、
小
児
予
防
接
種
率
の
低

さ
に
驚
き
、
啓
発
運
動
を
指
示
さ
れ
た

の
に
始
ま
り
ま
す
。
当
院
の
小
児
科
医

師
を
中
心
に
「
予
防
接
種
で
感
染
症
か

ら
こ
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
」
が
執
筆
出

版
さ
れ
、
地
域
の
医
師
を
含
め
た
啓
発

運
動
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
で
あ

る
「
田
川
地
域
に
お
け
る
医
療
の
完
結

化
」
で
は
、
田
川
医
療
圏
で
は
患
者
の

３
分
の
１
が
他
の
医
療
圏
に
流
出
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
自
医
療

圏
の
患
者
は
自
医
療
圏
で
診
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
公
的
６
医
療
機

関
に
よ
っ
て
「
田
川
地
域
医
療
機
関
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
、

さ
ら
に
田
川
医
師
会
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
に
よ
り
田
川
地
域
の
医
師
が
ほ
ぼ

勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
（
図
５
）。

　

こ
の
協
議
会
で
は
ま
ず
、
田
川
地
域

医
療
機
関
に
お
け
る
相
互
連
携
を
推
進

す
る
た
め
「
患
者
紹
介
用
診
療
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
次
い
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
診
療
情
報
の
共
有
へ
の
取

り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

▲加藤聖子教授

▲齋藤貴生病院事業管理者

 ◆問い合わせ　田川市立病院　（☎44−2100）

11月26日、田川青少年文化ホールで、今回６回目を迎えた市民公開講座が開催され、
190人が参加しました。

市民公開講座
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田川の医療を良くしよう


